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1. 研究背景，目的 

 近年，地球温暖化の影響により気象が極端化し，記

録的豪雨や大型で強い台風が来襲する頻度が高くなっ

ている．東京湾には日本の中枢機能と大都市が集中し

ており，もしそこで台風による大規模な高潮災害が発

生した場合，その影響は首都圏だけに留まらず，全国

さらには世界にまで及ぶ可能性がある．それゆえ，東

京湾において起こりえる最大級の高潮の実態を明らか

にすることは，社会的にも最重要課題である． 

安田ら 1)は，対象地域を通る台風の属性情報を与え

た確率台風モデルを作成し，対象地域の中心座標から

半径 100km の円を通過する仮想台風を抽出している．

しかし，既往台風の中から指定範囲を通過した台風を

抽出し，それを用いて確率台風モデルを作成する研究

は行なわれていない．そこで本研究では，気象庁が提

供しているベストトラックデータの中から指定範囲を

通過した台風を用いて確率台風モデルを作成する．そ

して，東京湾における最低中心気圧と高潮偏差を求

め，得られた結果から台風属性の指定範囲分けが高潮

偏差に及ぼす影響を検討することを目的とする． 

 

2. 確率台風モデルの構築 

2.1 確率台風モデル 

 本研究では，気象庁が提供しているベストトラック

データ（1951～2019 年）の中で，気象庁が定める東京

での潮汐観測地点（緯度：35°39’N，経度 139°46’E）を

中心に，1° × 1° 範囲（北緯 34°9’～35°9’，東経 139°～

140°），2° × 2° 範囲（北緯 34°4’～36°4’，東経 138°5’～

140°5’），3° × 3° 範囲（北緯 33°9’～36°9’，東経 138°～

141°），全範囲を通過した台風の 4 つのパターンで確率

台風モデルを作成した．シミュレーションは 1 回を 69

年として 50 回行った． 

2.2 台風の発生 

 確率台風モデルを用いて 1 年間の台風を発生させる

場合，まずその年の台風の発生数を決める必要がある． 

 

台風の発生数は，過去のデータの統計解析より年平均

発生個数を求め，その平均値を用いたポアソン分布に

従う一様乱数により台風を発生させる．発生位置や初

期気圧は，過去の台風データの累積度数分布に従う乱

数を用いることで与える． 

2.3 時間発展モデル 

 確率台風モデルでは，台風の発生時の初期属性のほ

かに時間発展を与える必要があり，以下の式のように

与える． 

① 台風の位置 

𝑇𝑖 = 𝑇𝑖−1 + 𝛥𝑇𝑖 (1) 

𝛥𝑇𝑖 = 𝛥𝑇𝑖(𝑥𝑖 , 𝑦𝑖)̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅ + 𝑍𝑖 (2) 

ここで，𝑇𝑖  はある時刻 𝑖 における台風の位置，𝛥𝑇𝑖  は緯

度，経度の時間変化量，𝛥𝑇𝑖(𝑥𝑖 , 𝑦𝑖)̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅ は台風属性時間変化

量の空間平均値，𝑍𝑖 は偏差であり，時間変化量の空間的

標準偏差に乱数を乗じて与えた． 

② 中心気圧 

𝑇𝑖 = (𝑇𝑖−1 + 𝛥𝑇𝑖)(1 − 𝛼) + 𝑇𝑖−1(𝑥 , 𝑦)̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅𝛼 (3) 

ここで，𝑇𝑖  はある時刻 𝑖 における中心気圧，𝛥𝑇𝑖  は中

心気圧の時間変化量であり，これは式(2)で与えた．

𝑇𝑖−1(𝑥 , 𝑦)̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅ は中心気圧の空間的な平均値，𝛼 は移動場所

の台風属性（中心気圧）の平均値から大幅にずれない

ようにするための重み付けであり，本研究では加藤 2)

の 1/40 を同様に用いることとした． 

2.4 既往台風と確率台風モデルの比較 

既往データと推定した台風データの通過個数と平均

中心気圧について比較を行った．図-1に平均中心気圧

の分布図を示す．平均中心気圧については，既往台風

では図の右端に濃い赤の分布が確認できるが，確率台

風では確認できない．しかし，青色から赤色までの推

移は似た挙動を示している．また，各メッシュあたり

の台風の通過個数についても全体的な変化傾向は似た

結果となった．以上のことから，既往台風を概ね再現

できていると判断し，推定した台風を高潮偏差の計算

に使用する． 
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図-1 平均中心気圧 

(上：既往台風(69 年間)，下：確率台風(69 年×50 回)) 

 

3. 確率台風モデルによる高潮偏差の計算 

3.1 対象地点と計算方法 

 69 年×50 回で作成した台風について東京湾を対象

に高潮偏差の計算を行った．計算式は式(4)であり，気

象庁でも長年，潮位観測や気象予測に使用していた経

験式である． 

𝐻 = 𝑎(1010 − 𝑃) + 𝑏 × 𝑊2 cos 𝜃 + 𝑐 (4) 

ここに，H は最大高潮偏差（気象潮，cm），𝑃 は最低気

圧（hPa），W は最大風速（m/s），𝜃 は主風向きと最大風

速 𝑊となす角（°），a , b , c は各地点における定数であ

り，地域ごとに定められている． 

3.2 高潮偏差の比較 

 全範囲と指定範囲分けした 4 パターンの既往台風と

確率台風モデルから東京湾における高潮偏差を求めた．

図-2と図-3に東京湾での最大高潮偏差と最低中心気圧

を示す．図より，台風の抽出範囲を狭めていくと，最大

高潮偏差は大きくなり，最低中心気圧は低下していく

ことがわかる．また，2° × 2° 範囲と 3° × 3° 範囲を通過

した台風を用いた確率台風では既往台風の最大高潮偏

差と最低中心気圧を上回る結果にはならなかった．し

かし，1° × 1° 範囲を通過した台風を用いた場合には，

最低中心気圧が既往台風を下回り，既往最大高潮偏差

を超える値が算出された． 

 

図-2 東京湾での最大高潮偏差 

(既往台風：69 年間，確率台風：69 年×50 回) 

 

図-3 東京湾での最低中心気圧 

(既往台風：69 年間，確率台風：69 年×50 回) 

 

4. 結論 

 本研究では，指定範囲を通過した台風を用いて確率

台風モデルを構築し，データ範囲が高潮偏差に与える

影響について検討した．結果として，最悪の高潮偏差

を想定する場合，指定範囲を狭めて台風を抽出し解析

を行ったほうがよいことがわかった． 

本研究の高潮偏差の計算は簡易的な方法であること

から，今後高潮偏差においては極値統計解析を用いて

より詳細な解析を行うことが必要である．確率モデル

では，発達した台風を推定するためのモデルの改良が

必要である． 
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